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【目的】 理学療法場面において、体幹筋の機能障害や股関節
周囲筋の筋力低下により、体幹垂直位保持が困難となり、立
位保持や動作場面で不安定性を生じる症例を経験する。その
ような症例に対し、体幹垂直位保持の獲得を目的に、立位で
前方や側方への体重移動練習を実施することがある。しかし、
立位での前方体重移動（以下、前方移動）を実施した際に、
股関節屈曲による体幹前傾が生じる場合がある。先行研究に
おいて、前方移動時の体幹筋・足部周囲筋の筋活動に関する
報告はみられるが、股関節周囲筋に着目した報告は散見され
る程度である。そこで、今回は股関節周囲筋の中でも前方移
動時の体幹垂直位保持に関与すると考えられる大殿筋の筋活
動に着目して検討した。

【方法】 対象は健常男性5名（平均年齢24.4±1.6歳）の両側
下肢10肢とした。運動課題は立位姿勢を5秒間保持した後、
音刺激にて踵が離れない範囲で足関節背屈に伴う身体前傾に
より前方移動し、前方移動姿勢を5秒間保持することとした。
このとき、足角は0°とし膝・股関節屈曲が生じないように規
定し、目視にて確認した。課題中、体幹垂直位保持のために
必要な自律的な腰椎伸展、股関節伸展は許可した。なお、前
方移動は上記の規定の範囲内で各被験者が最大に移動できる
範囲で実施した。測定項目は各姿勢における筋電図波形と足
底圧中心とした。筋電図測定筋は多裂筋と大殿筋上部線維・
下部線維とし、電極貼付位置について多裂筋は第4腰椎棘突
起の側方3 ㎝、大殿筋上部線維は上後腸骨棘の2横指下と大
転子外側端とを結ぶ線上の筋腹上、大殿筋下部線維は坐骨結
節より2 ㎝上の筋腹上へ、双極導出法にて電極間距離2 ㎝で
配置した。足底圧中心はユニメック社製重心動揺計 JK-310
を使用し、前方移動の確認を行った。そして、前方移動した
状態で足底圧中心が安定した3秒間を前方移動時の筋電図積
分値の分析対象とした。ビデオ画像は Sony 社製 HDR-
CX270を用い、体表の第12胸椎棘突起、第1・3・5腰椎棘
突起、上前腸骨棘、上後腸骨棘、大転子、大腿骨外側上顆、
腓骨頭、外果、第5中足骨底にマーカーを貼付し、側方から
立位姿勢と前方移動姿勢を撮影した後に、各マーカーの位置
変化を参考に姿勢変化を確認した。筋電図測定はキッセイコ
ムテック社製筋電図計 MQ-8を用い、各姿勢における測定
筋の筋電図波形を3秒間、3回測定した。そして、立位姿勢
と前方移動姿勢における筋電図積分値について比較・検討し、

各データに正規性を認めなかったため、Wilcoxon の符号付
順位和検定を実施した。なお、有意水準は5% とした。

【説明と同意】 ヘルシンキ宣言に鑑み、本研究の主旨を予め
説明し、同意を得た被験者を対象とした。

【結果】 ビデオ画像分析による姿勢変化の結果では、前方移
動は主に足関節背屈に伴う身体前傾によりなされていた。ま
た前方移動中、腰椎伸展とわずかな股関節伸展が認められた。
筋電図積分値については、前方移動姿勢において、立位姿勢
と比較して多裂筋、大殿筋上部線維が有意に増加したが、大
殿筋下部線維の筋電図積分値は変化を認めなかった。

【考察】 本運動課題と同様の課題にて多裂筋の筋活動を検討
した大沼らの報告によると、体重心が前方に移動することに
対して、多裂筋が胸腰椎の伸展作用によって胸腰部を自律的
に伸展させ、体重心を後方へ戻そうとする働きとして活動す
るとしている。本運動課題での多裂筋の筋活動は、大沼らの
報告と同様の目的で活動したと考えられる。大殿筋上部線維
は股関節外転作用を有するが、本運動課題において開始肢位
から前方移動姿勢保持時のなかで、股関節には前額面の運動
は生じない。また、矢状面においても股関節伸展はわずかで
あり、股関節伸展が主たる作用である大殿筋下部線維の筋電
図積分値相対値の増加を認めなかったと考えられる。このこ
とから、本運動課題における大殿筋上部線維は、股関節運動
に対して活動したとは考えにくい。三浦は、腹横筋や内腹斜
筋は胸腰筋膜と連結しており、これらの筋緊張が高まること
で、多裂筋を含む腰背筋の機能は発揮しやすくなると報告し
ている。解剖学的に大殿筋上部線維は胸腰筋膜に付着してい
ることから、腹横筋や内腹斜筋と同様に筋活動の増加により
胸腰筋膜を伸張させ、多裂筋の機能を発揮しやすくする目的
で活動したと考えられる。

【理学療法研究としての意義】 前方移動保持課題を評価や運
動療法で用いる際には、先行研究で報告されている体幹筋・
足部周囲筋に加えて、大殿筋上部線維の筋活動を評価する必
要性が示唆された。
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